
為替週間展望＝ドル円は戻り一服後に再び下落か

　　　　　　　　　　［１月８日からの１週間の展望］

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

　　　週間高低（カッコ内は日）　　　　　　    1 月 2 日～ 1 月 5 日

　　　　　　　始　値　　高　値　　  　安　値　     終　値　 前週比

ドル・円　　  140.87   145.17( 5)    140.82( 2)    145.16   +4.12

ユーロ・ドル  1.1045   1.1046( 2)    1.0893( 3)    1.0928   -0.0111

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝

国内株・金利／米国株・金利

                   終　値　　前週末比　　　　 　　　　   　 終　値　 前週末比

日経平均株価    33,377.42      -86.75     日本10年債利回り   0.608   -0.006

ダウ平均株価    37,440.34     -249.20     米10年債利回り     3.999   +0.120

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝

＜来週の主要経済統計等＞

８日　　独１１月製造業受注指数、独１１月貿易収支

　　　　スイス１２月消費者物価指数、スイス１１月小売売上高

　　　　ユーロ圏１１月小売売上高

９日　　日本１１月勤労者世帯家計調査

　　　　豪１１月住宅建設許可件数、豪１１月小売売上高

　　　　スイス１２月雇用統計

　　　　独１１月鉱工業生産指数

　　　　ユーロ圏１１月雇用統計

　　　　カナダ１１月貿易収支

　　　　米１１月貿易収支

１０日　豪１１月消費者物価指数

１１日　日銀支店長会議、１月の地域経済報告（さくらリポート）公表

　　　　豪１１月貿易収支

　　　　日本１１月景気動向指数速報値

　　　　米１２月消費者物価指数、米新規失業保険申請件数

１２日　日本１１月経常収支

　　　　中国１２月消費者物価指数、中国１２月生産者物価指数

　　　　中国１２月貿易収支

　　　　英１１月鉱工業生産指数、英１１月製造業生産指数、英１１月貿易収支

　　　　米１２月生産者物価指数

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

【前回のレビュー】米経済指標は利下げ期待から、下振れした場合の方が上振れした時

よりも反応が大きくなって、ドル売りに振れやすい展開が見込まれる。こうした中、ド

ル円は上値の重い展開が続くとみられるとした。

　　　　

【年明け以降にドル円の上昇が続く】

　年明け以降は連日１円前後の値幅での上値を追う動きが続いている。ドル円は１月２

日に１４０．８０近辺でスタートすると、２日は一時１４２．２１まで上昇した。３日

には１４３円台後半まで一時上昇、４日には一段高となり、１４４円台後半まで上値を

伸ばした。

　　

　１日に石川県能登半島で発生した地震の影響で、日銀のマイナス金利解除が後ずれす

るとの観測が広がっており、円売りの動きにつながっている。ドル円もドルインデック

スも昨年末まで下げが続いてきたことで、反動高に転じやすい地合いとなっていたこと

も背景にある。
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　また、昨年末まで低下傾向にあった米長期金利が年明け以降は上昇基調で推移してい

ることもドル円の上昇の要因となっている。米１０年債利回りは、昨年１２月２７日に

は３．７９４％前後まで低下した後、下げが続いてきたこともあり、上昇に転じてい

る。１月４日には３．９９８％前後まで上昇を見せている。

　　

　３日にバーキン米・リッチモンド連銀総裁は、「ソフトランディングの可能性高まっ

ているが、確実ではない」と述べた。さらに「住宅、サービスはインフレが２％超のま

まであるリスクがある」「追加利上げの可能性はまだ選択肢にある」との見解を示し

て、市場での早期利下げ観測をけん制すると、ドル買いの動きに傾いた。

　　

　また、同日発表の米連邦公開市場委員会（ＦＯＭＣ）議事要旨（１２月１２－１３日

分）が発表された。議事要旨では「金利は予想よりも長くピークに留まる可能性があ

る。政策金利は当面の間、制限的な水準に留まる」と指摘しており、「より高く、より

長く」の金利環境の可能性を強調した内容となった。こちらも早期利下げ観測をけん制

するような内容となった。

　　

　１月８日の週には１１日に１２月の米消費者物価指数の発表がある。事前予想では、

総合指数は前月比＋０．２％（前回＋０．１％）、前年比＋３．３％（前回＋３．

１％）と前回を上回る見込み。コア指数の事前予想は前月比＋０．２％（前回＋０．３

５）、前年比＋３．８％（前回＋４．０％）とこちらは前回を下回る見込み。

　　

　市場予想を上回るとドル買いにつながりやすいとみられるが、米消費者物価指数は過

去数か月おおむね順調に鈍化傾向を示している。このため、予想を下回るようだと早期

の利下げ期待の高まりからドル売りの流れに傾きやすい展開となりそうだ。こうした

中、ドル円は戻りが一服すると、再び下げに転じやすい展開が見込まれる。ドル円の目

先の予想レンジは、１４１．００～１４７．００円。

　　

　日米の経済指標やイベントとしては、９日に日本１１月勤労者世帯家計調査、米１１

月貿易収支、１１日に日本１１月景気動向指数速報値、米１２月消費者物価指数、米新

規失業保険申請件数、１２日に日本１１月経常収支、米１２月生産者物価指数などがあ

る。

　　

【ユーロドルは売り一服後に再び上昇か】

　米長期金利上昇やドル買いの影響でユーロドルは１２月２８日の１．１１３０台から

下げに転じている。昨年終盤までの上昇の反動もあり、年始は下げが続いて、３日には

一時１．０９ドルを割り込む場面も見られた。

　　

　３日にはフランス、ドイツ、ユーロ圏、英国などの１２月非製造業ＰＭＩ確報値がい

ずれも速報値から上方改定されたことを受けて、ユーロやポンドが買われている。ユー

ロドルは１．０９台後半まで上昇を見せている。ユーロドルは昨年末からの下げが続い

てきた。ただ、短期的に大きく調整してきたこともあり、売り一巡後は２１日線などに

サポートされて、再び上昇に転じるとみられる。ユーロドルの目先の予想レンジは、

１．０８００～１．１１００ドル。

　　

　ポンドドルは１２月２８日に１．２８２０台まで上昇した後はドル買いの影響などか

ら修正安に転じた。ただ、２日に１．２６００ドル手前で下げ渋り、再び上昇に転じて

いる。ポンドドルはユーロドルに比べて、底堅い推移を見せている。

　　

　英中銀（ＢＯＥ）は主要中銀の中でタカ派姿勢を維持している数少ない中銀でもあ

り、ポンドドルの底固さにつながっている。１．２６００近辺では下げ渋りを見せやす

く、ポンドドルは底堅い推移を続けるとみられる。ポンドドルの目先の予想レンジは、

１．２６００～１．２８５０ドル。

　　

　日米以外の今後の経済指標やイベントは、８日に独１１月製造業受注指数、独１１月

貿易収支、スイス１２月消費者物価指数、ユーロ圏１１月小売売上高、９日に豪１１月

住宅建設許可件数、豪１１月小売売上高、独１１月鉱工業生産指数、ユーロ圏１１月雇

用統計、１０日に豪１１月消費者物価指数、１１日に豪１１月貿易収支、１２日に中国

１２月消費者物価指数、中国１２月生産者物価指数、中国１２月貿易収支、英１１月鉱



工業生産指数、英１１月貿易収支などがある。
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